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新機能と更新情報

新機能と変更された機能の概要では、このリリースの Cisco Nexus Dashboardで導入された主要な更新機能と拡張機能
の概要を示します。

表 1 :新機能と変更された機能の比較表

参照先説明特長

詳細については、VXLAN-ACIファブリック
グループのスケール制限（16ページ）を参照
してください。

VXLAN-ACIファブリックグループでスケー
ル制限を使用できるようになりました。

VXLAN-ACIファブ
リックグループのス

ケール制限

明示的に言及されていない限り、記載されているスケールの数値はすべてのフォームファクタに適用されます。（注）

このリリースでは、次のクラスタフォームファクタがサポートされています。

•物理アプライアンス（.iso）：このフォームファクタは、Cisco Nexus Dashboardソフトウェアスタックがプレイ
ンストールされた、Cisco UCS物理アプライアンスハードウェアを指します。

•仮想アプライアンス：Nexus Dashboardクラスタを展開できる仮想フォームファクタで、VMware ESX（ .ova）ま

たは RHEL KVM（ .qcow2）を使用します。

•データノード：このプロファイルは、システム要件が高いため、より大規模な展開および統合型のデプロイ
メント向けに設計されています。

•アプリノード：システム要件が低いこのプロファイルは、セカンダリノードとして展開できます。プライマ
リノードとして展開した場合、統合型のデプロイメントはサポートしていません。

AWSパブリッククラウドおよび Nutanix上で仮想 Nexus Dashboard（vND）を実行するためのサポートも提供され
ています。

記載されている値は明示的にテストおよび検証されていますが、 Nexus Dashboardの理論上の最大システム制限を表し
ていない場合があります。使用している機能に関連する特定の拡張性情報については、対応する表を参照してくださ

い。

サポートされているノードタイプと機能について

• Nexus Dashboardには、SE-NODE-G2（UCS-C220-M5）、ND-NODE-L4（UCS-C225-M6）、ND-NODE-G5S（UCS
-C225-M8）、および ND-NODE-G5L（ UCS-C225-M8）など、いくつかのノードタイプが Nexus Dashboardで使用
できます。

•ファブリックごとに有効にできる主な機能には、 Controller、 Telemetry、および Orchestrationが含まれます。
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•ノードと機能の互換性には、ノードタイプの混在や特定のクラスタでのすべての機能の有効化などのガイドライ
ンと制限事項が適用されます。

サポートされているノードタイプと機能について

Nexus Dashboardで以下のノードタイプを利用できます：

• ND-NODE-G5S (UCS-C225-M8)。3ノードクラスターの製品 IDは ND-CLUSTERG5Lです：

• ND-NODE-G5S (UCS-C225-M8)。3ノードクラスターの製品 IDは ND-CLUSTERG5Sです：

• ND-NODE-L4（UCS-C225-M6）。3ノードクラスターの製品 IDは ND-CLUSTER-L4です：

• SE-NODE-G2 (UCS-C220-M5)。3ノードクラスターの製品 IDは SE-CL-L3です：

SE-NODE-G2（UCS-C220-M5）ノードのサポートは、今後のNexus Dashboardリリースで終了します。この
アプライアンスの EOLマイルストーンは、次の場所にあります：

Cisco UCS M5ラックサーバー（C220 M5、C240 M5、C480 M5）の販売終了およびサポート終了の通知。

今後の Nexus Dashboardリリースノートには、このアプライアンスがサポートされる最後のリリースに
関する詳細が含まれます。

UCS-C220-M5ノードのRMA交換が必要な場合、M6が引き続きサポートされている間、UCS-C225-M6
ノードを引き続き交換できます。M6がマイルストーン終了（EOL）に近づいたら、M6が EOLに達し
た後もM5ノードRMAを継続的にサポートできるように、4.xリリースへのアップグレードを計画する
必要があります。

M6 EOLマイルストーンが完了するまで、M5の RMA交換は引き続きM6ノードで履行されます。この
移行期間を使用して、4.xリリースへのアップグレードを計画し、完了することをお勧めします。

（注）

また、LAN展開でこれらの機能を活用できます。

• Controller：ファブリック管理とも呼ばれます。この機能は、NX- OSおよび非 NX OSスイッチ（Catalyst、 ASR
など）の管理に使用されます。これには、非ACIファブリックタイプの作成、ソフトウェアアップグレードの実
行、それらのファブリックでの新しい構成の作成が含まれます。

• Telemetry：この機能は、前のリリースで Nexus Dashboard Insightsによって提供されていた機能と同様のテレメト
リ機能を提供します。 [ファブリックの>管理（Manage Fabrics）]でファブリックを作成または編集するときに、
Telemetry機能を有効にして使用できます。

• Orchestration：Orchestration機能をNexus Dashboardを介して拡張し、複数のACIファブリックを接続し、ネット
ワークおよびポリシー構成とともにテナントを複数の ACIファブリックに統合して展開します。 [管理
（Administration） ] > [システム設定（System Settings）] > [マルチクラスタ接続（Multi-cluster Connectivity）]
> [接続クラスタ（Connect Cluster）]でACIを追加する場合、 Orchestration 機能を有効にして使用できます。

Nexus Dashboardによって管理される各ファブリックでは、同じ Nexus Dashboardクラスタ内、またはマルチクラスタ
フェデレーテッド Nexus Dashboard展開全体で次の機能を個別に有効にできます。
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• Controller

•テレメトリ（Telemetry）

•オーケストレーション

一部のクラスタ展開形式では、単一クラスタですべての機能を有効にできない場合があります。NexusDashboard
展開に固有のサポートされているフォームファクタ、スケール、およびクラスタサイジング要件のクイックリ

ファレンスについては、「Nexus Dashboard Capacity Planningツール」を参照してください。

（注）

注意事項と制約事項：

•クラスタ内で、より新しい ND-NODE-G5L または ND-NODE-G5S （UCS-C225-M8）ノードを、旧式の SE-NODE-G2

（UCS-C220-M5）および ND-NODE-L4（UCS-C225-M6）ノードと混在させて使用することはできません。

さらに、同種のND-NODE-G5LまたはND-NODE-G5Sクラスタのみを使用できます。まとめると、次のようになります。

• ND-NODE-G5Lノードを含むクラスタは、そのクラスタに追加のND-NODE-G5Lノードのみを持つことができます。

• ND-NODE-G5Sノードを含むクラスタは、そのクラスタに追加のND-NODE-G5Sノードのみを持つことができます。

• ND-NODE-G5Lノードは、LAN展開でのみサポートされています。

•仮想フォームファクタは、 Cisco Nexus Dashboard Verified Scalability Guideで説明しているように、多くのクラス
タサイズおよびタイプですべての機能をサポートしているわけではありません。

• Nexus Dashboardノードが使用できなくなると、一部のテレメトリ機能が影響を受ける可能性があります。保証、
バグスキャン、ログ収集などのテレメトリのダイナミックジョブはブロックされ、ノードが復元されるまで実行

されません。

•デプロイメントがそのフォームファクタでサポートされているスケールの 50%以下で動作している場合、ノード
障害時にテレメトリ機能が完全にサポートされます。たとえば、3vNDデータフォームファクタは最大 100台の
スイッチをフルスケールでサポートします。デプロイメントに50のスイッチが含まれており、Nexusダッシュボー
ドノードが使用できなくなった場合、テレメトリサービスは正常に動作し続けます。サポートされているスケー

ルの 50%を超えて動作する展開では、ノード障害時のテレメトリの動作はベストエフォートベースで提供され、
一部の機能が低下する可能性があります。

Windows 11 VDIクライアントのサイジング

Windows 11仮想デスクトップインフラストラクチャ（VDI）環境では、複数のユーザーが同時にUIにアクセスする場
合に、十分なクライアントリソースを割り当てて Nexus Dashboard UIの安定したパフォーマンスを提供します。以下
の設定は、同時 VDIユーザーセッションごとにテストおよび検証されています。

これらのサイジング要件は、 Nexus Dashboard UIへのアクセスに使用される VDIクライアントセッションに適用され
ます。
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ユーザーごとに推奨設定ユーザーごとにサポートされる最小構

成

コンポーネント

16 vCPU8 vCPUCPU

2.1 GHz以上2.1 GHz以上プロセッサ速度

互換性のある64ビットプロセッサ（2
コア以上）。インテル Xeonシルバー
4116以降

互換性のある64ビットプロセッサ（2
コア以上）。インテル Xeonシルバー
4116以降

プロセッサ

32 GB RAM8 GB RAMメモリ

有効有効または無効ハードウェアアクセラレーション

1280 × 720ピクセル以上1280 × 720ピクセル以上ディスプレイの解像度

LAN展開の規模

フォームファクタ、クラスタサイズ、および一般的なスケール

ここでは、フォームファクタ、クラスタサイズ、および一般的なスケールに関する情報を示します。

LAN展開のフォームファクタとクラスタサイズ

次の表に、クラスタのフォームファクタとサイズに基づいたサポートされているスイッチの規模を示します。機能固

有の完全なスケールについては、このドキュメントの対応する表を参照してください。

• IPFMおよび SANファブリックでサポートされるフォームファクタとクラスタサイズについては、このド
キュメントの後のセクションを参照してください。

•同じクラスタ内で NX-OS / IOS-XEおよび ACIファブリックを混在させている場合は、リストされている 2
つのスケール番号のうち小さい方が適用されます。

• Nexus Dashboardは、ファブリックとスイッチの最小比率が 1：10をクラスタ上で維持する限り、任意の数
のファブリックをサポートします。

• 5ノードリモート対応クラスタ（アプリ）は、グリーンフィールドデプロイメントとしてはサポートされ
ておらず、既存のクラスタをNexus Dashboardリリース 3.2.1からNexus Dashboardリリース 4.1.1またはNexus
Dashboardリリース 3.2.2にNexus Dashboardリリース 4.2.1または 4.3.1にアップグレードする場合にのみサ
ポートされます。バックアップを作成して復元することにより、サポートされているフォームファクタにク

ラスタを移動することをお勧めします。3ノードのリモート対応クラスタ（データ）（コントローラのみ）
は、5ノードのリモート対応クラスタ（アプリ）（コントローラのみ）と同等です。

（注）
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表 2 : LAN展開のフォームファクタとクラスタサイズ：1ノードの物理クラスタ

サポートされる ACIスケールサポートされるNX-OS/ IOS-XEスケー
ル

イネーブルの機能ノードタイプ

N/A50スイッチ（管理対象）

100台のスイッチ（モニタ対象）

コントローラのみSE-NODE-G2およ
び ND-NODE-L4

25台のスイッチ

フローテレメトリ：500フロー/秒

トラフィック分析：10,000カンバセーション/分、1つの同時トラブルシュー
トジョブ

フルテレメトリスケールについては、テレメトリのスケール制限（19ペー
ジ）を参照してください。

コントローラとテ

レメトリ

50個のスイッチ

フローテレメトリ：1,000フロー/秒

トラフィック分析：10,000カンバセーション/分、1つの同時トラブルシュー
トジョブ

フルテレメトリスケールについては、テレメトリのスケール制限（19ペー
ジ）を参照してください。

コントローラとテ

レメトリ

ND-NODE-G5S

コントローラ、テ

レメトリ、オーケ

ストレーション

（注）

非実稼働使用専用

表 3 : LAN展開のフォームファクタとクラスタサイズ：3ノードの物理クラスタ

注意サポートされる ACIスケー
ル

サポートされる NX-OS/
IOS-XEスケール

イネーブルの

機能

ノードタイ

プ

N/A500スイッチ（管理対象）

1000スイッチ（モニタ対
象）

コントローラ

のみ

SE-NODE-G2
または
ND-NODE-L4

50/50分割での ACIと
NX-OS/ IOS-XEの混在デプ
ロイメントのサポート

400スイッチ

フローテレメトリ：10,000フロー/秒

トラフィック分析：100,000カンバセーション/分、5つの
同時トラブルシュートジョブ

フルテレメトリスケールについては、テレメトリのス

ケール制限（19ページ）を参照してください。

テレメトリの

み

ND-NODE-L4
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注意サポートされる ACIスケー
ル

サポートされる NX-OS/
IOS-XEスケール

イネーブルの

機能

ノードタイ

プ

50/50分割での ACIと
NX-OS/ IOS-XEの混在デプ
ロイメントのサポート

250スイッチ

フローテレメトリ：10,000フロー/秒

トラフィック分析：100,000カンバセーション/分、5つの
同時トラブルシュートジョブ

フルテレメトリスケールについては、テレメトリのス

ケール制限（19ページ）を参照してください。

コントローラ

とテレメトリ

または、テレ

メトリのみ

SE-NODE-G2
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注意サポートされる ACIスケー
ル

サポートされる NX-OS/
IOS-XEスケール

イネーブルの

機能

ノードタイ

プ

NX- OS/ IOS-XEスイッチ
は、外部およびファブリッ

ク間接続ファブリックタイ

プでのみサポートされます。

• SE-NODE-G2：

スイッチ 100台

フローテレメトリ：

10,000フロー/秒

トラフィック分析：

100,000カンバセーショ
ン/分、5つの同時トラブ
ルシュートジョブ

サポートされるスプリッ

トは、IPN/ISNユース
ケースの ACI（75）お
よび NX- OS/ IOS-XE
（25）です。

• ND-NODE-L4：

400スイッチ

フローテレメトリ：

10,000フロー/秒

トラフィック分析：

100,000カンバセーショ
ン/分、5つの同時トラブ
ルシュートジョブ

サポートされるスプリッ

トは、IPN/ISNユース
ケースのACI（375）お
よび NX- OS/ IOS-XE
（25）です。

フルテレメトリスケールに

ついては、テレメトリのス

ケール制限（19ページ）を
参照してください。

N/Aテレメトリお

よびオーケス

トレーション

SE-NODE-G2
/
ND-NODE-L4
1
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注意サポートされる ACIスケー
ル

サポートされる NX-OS/
IOS-XEスケール

イネーブルの

機能

ノードタイ

プ

250スイッチ

フローテレメトリ：10,000フロー/秒

トラフィック分析：100,000カンバセーション/分、5つの
同時トラブルシュートジョブ

フルテレメトリスケールについては、テレメトリのス

ケール制限（19ページ）を参照してください。

フルオーケストレーションのスケールについては、オー

ケストレーションのスケール制限（20ページ）を参照し
てください。

コントロー

ラ、テレメト

リ、オーケス

トレーション

ND-NODE-L4

500スイッチ

フローテレメトリ：10,000フロー/秒

トラフィック分析：100,000カンバセーション/分、5つの
同時トラブルシュートジョブ

フルテレメトリスケールについては、テレメトリのス

ケール制限（19ページ）を参照してください。

フルオーケストレーションのスケールについては、オー

ケストレーションのスケール制限（20ページ）を参照し
てください。

コントロー

ラ、テレメト

リ、オーケス

トレーション

ND-NODE-G5S

1000個のスイッチ

フローテレメトリ：10,000フロー/秒

トラフィック分析：200,000カンバセーション/分、5つの
同時トラブルシュートジョブ

フルテレメトリスケールについては、テレメトリのス

ケール制限（19ページ）を参照してください。

フルオーケストレーションのスケールについては、オー

ケストレーションのスケール制限（20ページ）を参照し
てください。

コントロー

ラ、テレメト

リ、オーケス

トレーション

ND-NODE-G5L

1
同じクラスタ内で SE-NODE-G2と ND-NODE-L4ノードを混在させる場合、低いスケール値が適用されます。

次の表に示すように、 SE-NODE-G2（UCS-C220-M5）および ND-NODE-L4（UCS-C225-M6）ノードの 6ノード物理クラス
タは、主に拡張スケール NX-OS/テレメトリ機能が有効になっている IOS-XEまたは ACIファブリック。
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表 4 : LAN展開のフォームファクタとクラスタサイズ： 6ノードの物理クラスタ

注意サポートされる ACIスケー
ル

サポートされる NX-OS/
IOS-XEスケール

イネーブルの

機能

ノードタイ

プ

50/50分割で分割された ACI
および NX-OS/ IOS-XEデプ
ロイメントの混在の場合、ス

ケールは、ND-NODE-L4の
みのクラスタの場合は750、
SE-NODE-G2のみのクラス
タまたは
SE-NODE-G2/ND-NODE-L4
混合クラスタの場合は500に
なります。

• SE-NODE-G2：

750スイッチ

• ND-NODE-L4：

1000個のスイッチ

フローテレメトリ：20,000フ
ロー/秒

トラフィック分析：200,000
カンバセーション/分、8つ
の同時トラブルシュートジョ

ブ

フルテレメトリスケールに

ついては、テレメトリのス

ケール制限（19ページ）を
参照してください。

• SE-NODE-G2：

500スイッチ

• ND-NODE-L4：

750スイッチ

フローテレメトリ：20,000フ
ロー/秒

トラフィック分析：200,000
カンバセーション/分、8つ
の同時トラブルシュートジョ

ブ

フルテレメトリスケールに

ついては、テレメトリのス

ケール制限（19ページ）を
参照してください。

テレメトリの

み

SE-NODE-G2
および
ND-NODE-L4

サポートされるスプリット

は、ACI（450）および NX-
OS/ IOS-XE（IPN/ISNの場合
は 50）です。

500スイッチ

フローテレメトリ：20,000フ
ロー/秒

トラフィック分析：200,000
カンバセーション/分、8つ
の同時トラブルシュートジョ

ブ

フルテレメトリスケールに

ついては、テレメトリのス

ケール制限（19ページ）を
参照してください。

N/Aテレメトリと

オーケスト

レーション 2

SE-NODE-G2
および
ND-NODE-L4
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注意サポートされる ACIスケー
ル

サポートされる NX-OS/
IOS-XEスケール

イネーブルの

機能

ノードタイ

プ

500スイッチ

フローテレメトリ：20,000フロー/秒

トラフィック分析：200,000カンバセーション/分、8つの
同時トラブルシュートジョブ

フルテレメトリスケールについては、テレメトリのス

ケール制限（19ページ）を参照してください。

フルオーケストレーションのスケールについては、オー

ケストレーションのスケール制限（20ページ）を参照し
てください。

コントロー

ラ、テレメト

リ、オーケス

トレーション

ND-NODE-L4

2 6ノード物理クラスタでテレメトリとオーケストレーションを有効にするには、カテゴリの選択の下の既存の
LANファブリックの導入準備を介してファブリックを追加するときに、ファブリックの作成/導入準備ボードワー
クフローの間のタイプの選択ステップで外部およびファブリック間接続を選択します。

表 5 : LAN展開のフォームファクタとクラスタサイズ：仮想クラスタ

サポートされる ACIスケールサポートされるNX-OS/ IOS-XEスケー
ル

イネーブルの機能ノードタイプ

仮想クラスタ：1ノードリモート対応

該当なし50スイッチ（管理対象）

100スイッチ（モニタ対象）

コントローラのみApp

ESXi / KVM

25台のスイッチ

フローテレメトリ：500フロー/秒

トラフィック分析：3,000カンバセーション/分、1つの同時トラブルシュート
ジョブ

フルテレメトリスケールについては、テレメトリのスケール制限（19ペー
ジ）を参照してください。

コントローラとテ

レメトリ

データ

ESXi / KVM

コントローラ、テ

レメトリ、オーケ

ストレーション

（注）

非実稼働使用専用

25台のスイッチ

フローテレメトリ：500フロー/秒

トラフィック分析：3,000カンバセーション/分、1つの同時トラブルシュート
ジョブ

フルテレメトリスケールについては、テレメトリのスケール制限（19ペー
ジ）を参照してください。

コントローラ、テ

レメトリ、オーケ

ストレーション

データ

Nutanix
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サポートされる ACIスケールサポートされるNX-OS/ IOS-XEスケー
ル

イネーブルの機能ノードタイプ

仮想クラスタ：3ノードリモート対応

なし管理対象：100スイッチ

モニタ対象：200スイッチ

コントローラのみApp

ESXi / KVM

Nexus Dashboard Orchestratorリリース

4.2（3）で提供されるものと同じ検証
済みの拡張性

N/Aオーケストレー

ションのみ

アプリケーション

ESXiのみ

該当なし管理対象：400スイッチ

モニタ対象：1000スイッチ

コントローラのみデータ

ESXi / KVM

スイッチ 100台

フローテレメトリ：2500フロー/秒（AWSには適用されません）

トラフィック分析：5,000カンバセーション/分、2つの同時トラブルシュート
ジョブ

すべてのファブリックに対して最大1つのオンラインアシュアランスジョブ

フルテレメトリスケールについては、テレメトリのスケール制限（19ペー
ジ）を参照してください。

コントローラ、テ

レメトリ、オーケ

ストレーション

データ

ESXi
/KVM/Nutanix/AWS
3

仮想クラスタ：6ノードリモート対応

200個のスイッチ

フローテレメトリ：5000フロー/秒

トラフィック分析：10,000カンバセーション/分、5つの同時トラブルシュー
トジョブ

フルテレメトリスケールについては、テレメトリのスケール制限（19ペー
ジ）を参照してください。

コントローラ、テ

レメトリ、オーケ

ストレーション

3つのデータノー
ドと 3つのアプリ
ケーションノード

ESXi

（注）

データノード

は、 プライマリで

ある必要がありま

す。

3 AWSの展開は、トラフィック分析を使用したアウトオブバンドテレメトリでのみサポートされます。
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一般的なスケール制限

表 6 :一般的なスケール制限

検証済みスケールカテゴリ

スタンバイノードは最大 2つ。

•物理ノードクラスタ：スタンバイノードは、ほとん
どの 3ノード以上のクラスタでサポートされます。

•仮想ノードクラスタ：スタンバイノードは、コント
ローラのみまたはオーケストレーションのみのデプロ

イメントの場合は3ノードvND（アプリ）プロファイ
ルでのみサポートされています。

クラスタのスタンバイノード

1000クラスタで設定されているユーザ

6秒間に 1000要求API要求レート

8ログインドメイン

12マルチクラスタ接続を使用して接続されたクラスタ

200マルチクラスタ接続を使用して接続されたすべてのクラス

タのファブリック

4000マルチクラスタ接続を使用して接続されたすべてのクラス

タのスイッチ

50ミリ秒クラスタ内接続のノード間の最大遅延

150ミリ秒クラスタノードとスイッチ間の最大遅延

500ミリ秒クラスタ間接続のノード間の最大遅延

コントローラのスケール制限

このセクションでは、LANファブリックの検証済みの拡張性の値を示します。

表 7 :ファブリックアンダーレイおよびオーバーレイスケール制限

検証済みスケール制限カテゴリ

50VXLAN EVPNファブリックグループ
内のファブリック

200ファブリックごとのスイッチ
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検証済みスケール制限カテゴリ

11,500物理インターフェイス

（注）

物理インターフェイスは、ブラウン

フィールド展開用です。

1000 VRF、3000のレイヤ 2またはレイヤ 3ネットワーク

1ノード仮想Nexus Dashboardのサポートされたスケールは、250 VRFと 1000
ネットワークです。

VRFとネットワークのオーバーレイ
スケール

このカテゴリは、スイッチごとのネットワーク数とインターフェイスに接続

されているネットワーク数を定義します。

ネットワーク xスイッチ xインターフェイスの関連付けでサポートされる合
計数は、クラスタごとに 500万です：

• 3000以下のネットワークがあり、および

•スイッチの数が 200以下の場合

例：

•サポート対象：3000ネットワーク x 100スイッチ x 10インターフェイス
= 300万（この合計は 500万未満であるためサポートされます）

•サポート対象外：3000ネットワーク x 200スイッチ x 10インターフェイ
ス：600万（この合計は 500万を超えるためサポートされません）

オーバーレイの関連付け

1000外部接続の VRFインスタンス

Infobloxサーバー上に合計 4k IPが割り当てられた 150のネットワークIPAMの統合アプリケーション

320 ToRスイッチを備えた 40のリーフスイッチ

データセンター VXLAN EVPNファブリックは、レイヤー 2 ToRスイッチと
リーフスイッチの両方を管理できます。

リーフ vPCペアごとに 32の ToRスイッチ（または 16の vPC-ToRペア）を接
続できます。

ToRデバイス
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表 8 :エンドポイントロケータのスケール制限

確認済みの制約説明

100,000

（注）

シングルノードリモート対応クラスタの場合、スケール

は、10,000のエンドポイントを持つエンドポイントロケー
タの 1つのインスタンスに減少します。

エンドポイント

60,000デュアルホーム接続およびデュアルスタック（IPv4+IPv6）
エンドポイント

ファブリックあたり 2つBGPルートリフレクタまたはルートサーバ

50

（注）

この数は、VXLAN EVPNマルチクラスタファブリック
グループ内のすべてのクラスタのファブリックの数より

大きくすることはできません。

VXLAN EVPNファブリックグループのファブリック

表 9 : Virtual Machine Manager（VMM）のスケール制限

確認済みの制約説明

4

（注）

1ノードリモート対応Nexus Dashboardクラスタの場合、
スケールは 1つの VMware Center Serverに減少します。

VMware Centerサーバー

1ノードの物理クラスタ：100

3ノード物理クラスタ：4000

6ノードの物理クラスタ：4000

1ノードリモート対応クラスタ：100

3ノードリモート対応クラスタ：1000

6ノードリモート対応クラスタ：1000

vCenterエンドポイント（VM）

4Kubernetesクラスタ

最大 1002ポッドを持つ 160の名前空間Kubernetes Visualizerアプリケーション
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表 10 :セキュリティグループのスケール制限

確認済みの制約説明

4000個のセレクタ（セキュリティグループごとに 1つの
場合は 4000個のセキュリティグループ）

12,000の双方向セキュリティアソシエーション

VXLANセキュリティグループとセレクタ

1つのクラスマップ+関連付けごとの 1つのポリシーマッ
プ

ポリシーマップあたりのクラスマップの数が 1よりも大
きい場合は、セキュリティアソシエーションの数を調整

して、デバイスに展開されたときにセキュリティアソシ

エーションの最大合計数が常に 12,000双方向になるよう
にします。

12,000スタートアップコンフィギュレーションでの関連付け

（注）

Nexus Dashboardは、ブートフラッシュの再パーティショ
ン化をサポートしていません。

VXLAN-ACIファブリックグループのスケール制限
VXLAN-ACIファブリックグループは、1つ以上の Cisco NX-OSファブリックに接続された Cisco ACIファブリックを
含むグループです。このタイプは、統合管理とポリシーデプロイメントのためにCisco NX-OSとCisco ACIファブリッ
クを統合します。

VXLAN-ACIファブリックグループはNexus Oneアーキテクチャの実装であり、Ciscoアプリケーションセントリック
インフラストラクチャ（ACI）および Cisco NX-OS Virtual Extensible LAN（VXLAN）イーサネットVPN（EVPN）ファ
ブリックの管理と運用を統合するために使用されます。このアーキテクチャは、単一の管理プレーン（NexusDashboard）
を使用して、ドメイン間での一貫したポリシーの適用と運用ワークフローを提供します。詳細については、「Nexus
Oneアーキテクチャについて」を参照してください。

表 11 : VXLAN-ACIファブリックグループのスケール制限

検証済みスケール制限カテゴリ

100テナント

10テナントドメイン内のテナント

200ストレッチ VRF

400（VRFあたり 2）拡張ネットワーク

400セキュリティグループ

500セキュリティ契約

500セキュリティアソシエーション
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検証済みスケール制限カテゴリ

2000ネットワーク接続

100プロトコル定義

5コントラクトごとのプロトコル定義

セキュリティグループのセレクタ：合計 1000：

400ネットワークセレクタ

200接続されたエンドポイントセレクタ

400外部サブネットセレクタ

IPFMファブリックのスケール制限
• IPFMファブリックのスケール制限は、さまざまなデプロイメントタイプと動作モードでサポートされるスイッ
チ、フロー、エンドポイント、およびポリシーの最大数を定義します。

•スケール制限は、物理またはリモート対応の Nexus Dashboard展開、および動作モード（アクティブ、パッシブ、
混合）によって異なります。

•これらの値は検証され、サポートされている構成内で最適なパフォーマンスと信頼性を確保します。

デプロイメントタイプとモード別の IPFMファブリックのスケール制限

次の表に、デプロイメントタイプと動作モードに基づいた IPFMファブリックの検証済みのスケール制限を示します。

表 12 :デプロイメントタイプに基づく IPFMファブリックのスケール制限

検証済みスケール制限展開タイプ

35個のスイッチ（2スパインスイッチと 33リーフスイッ
チ）

1ノード仮想 Nexus Dashboard

120個のスイッチ（2スパインスイッチ、100個のリーフ
スイッチ、18個の階層 2リーフスイッチ）：IPFMファブ
リック

60スイッチ：LANファブリック

50スイッチ：VxLANファブリック

3ノード仮想 Nexus Dashboard

35個のスイッチ（2スパインスイッチと 33リーフスイッ
チ）

1ノード仮想 Nexus Dashboard（アプリケーションノー
ド）
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検証済みスケール制限展開タイプ

120個のスイッチ（2スパインスイッチ、100個のリーフ
スイッチ、18個の階層 2リーフスイッチ）：IPFMファブ
リック

60スイッチ：LANファブリック

50スイッチ：VxLANファブリック

3ノード仮想 Nexus Dashboard（アプリケーションノー
ド）

表 13 :モードのタイプに基づく IPFMファブリックのスケール制限

検証済みスケール制限カテゴリ

混合モードNBMパッシブモード
のみ

NBMアクティブモー
ドのみ

NBMパッシブ VRFNBMアクティブ VRF

323232120スイッチ数

32,00032,00032,00032,000フロー数

1500350015005000エンドポイントの数

（検出済みのホスト）

16161616VRF

NA8000NA8000ホストポリシー：送信

者

NA8000NA8000ホストポリシー -受信
者

該当なし512該当なし512ホストポリシー - PIM
（リモート）

該当なし2,500該当なし2,500フローポリシー

該当なし20該当なし20NBM ASMグループ範
囲

該当なし2,500該当なし2,500ホストエイリアス

該当なし2,500該当なし2,500フローエイリアス
(Flow Alias)

3,0003,0003,0003,000NATフロー

8000800080008000RTPフローモニタリ
ング
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検証済みスケール制限カテゴリ

混合モードNBMパッシブモード
のみ

NBMアクティブモー
ドのみ

NBMパッシブ VRFNBMアクティブ VRF

32個のスイッチ32個のスイッチ32個のスイッチ120個のスイッチPTP Monitoring

テレメトリのスケール制限

•テレメトリスケール制限は、 Nexus Dashboardのさまざまなテレメトリ機能でサポートされる最大値を定義しま
す。

•これらの制限には、物理とリモート対応クラスタの両方のエンドポイント、フローテレメトリルール、エクスポー
タ、および統合が含まれます。

•値は検証されており、クラスタサイズ、ノードタイプ、および機能によって異なる場合があります。

テレメトリのスケール制限リファレンス

表 14 :テレメトリのスケール制限

確認済みの制約説明

1ノードの物理クラスタ：20,000

3ノードの物理クラスタ：

• ND-NODE-G5LL：240,000

•その他のすべてのノードタイプ：180,000

6ノードの物理クラスタ：40,000

1ノードリモート対応クラスタ：20,000

3ノードリモート対応クラスタ：180,000

6ノードリモート対応クラスタ：180,000

エンドポイント

NX-OSと ACIファブリックの両方でスイッチあたり 500
のルール。

フローテレメトリルール
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確認済みの制約説明

統計が有効になっていない場合のアラートとイベントの

エクスポータ 20個

20件のエクスポータのうち 6件で、アラートとイベント
の統計情報を有効にできます

ACIファブリックのみで使用する 6個のエクスポータ

6つの電子メールエクスポータ

20の syslogエクスポータ

Kafkaのエクスポータ

定期的なジョブの構成では、1日あたり最大 5件の電子
メール

データのエクスポート

ファブリック全体の 5つの syslogエクスポータ構成。Syslog

ファブリック異常とアドバイザリでのみサポートされる

10個のウェブフックエクスポータ
ウェブフック

5アプリ

50階層

250ノード

300のネットリンク

1000フローグループ

AppDynamics

物理クラスタの 40,000 DNSエントリ。

仮想対応クラスタの 10,000 DNSエントリ。

DNSの統合

Nexus Dashboardクラスタにつき、1000

ファブリックあたり 500

Panduit配電ユニット（PDU）統合

オーケストレーションのスケール制限

このセクションでは、オーケストレーションの検証済みの拡張性の値を示します。
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表 15 :一般的なスケール制限

検証済みスケールカテゴリ

Nexus Dashboardで合計最大100のファブリックをオンボー
ド。

これらのファブリックのうち最大 14個を、それらの間の
EVPNセッションで有効にできます。

展開するテンプレートのタイプ（マルチファブリックと自

律）に応じたテンプレートオブジェクトスケールに関す

る特定の詳細については、次の表を参照してください。

ファブリック（Fabrics）

サイトを管理している Cisco APICリリースに応じて、12
または25。

詳細については、お使いのリリースの「Cisco APIC検証さ

れたスケーラビリティガイド」を参照してください。

ファブリックあたりのポッド

1つのポッドに 400

マルチポッド ACIファブリックのすべてのポッドで 500

各ファブリックでサポートされるリーフスイッチの数は、

そのファブリックを管理する Cisco APICリリースによっ
て異なります。詳細については、お使いのリリースの

「Cisco APIC検証されたスケーラビリティガイド」を参
照してください。

ファブリックごとのリーフスイッチ

（ファブリックの最大数） X （ファブリックあたりのリーフ スイッチ

の最大数）。次に例を示します：

•マルチファブリック展開で、すべてのファブリックが
マルチポッドACIファブリックとして展開されている
場合、リーフスイッチの最大数は （14 ファブリック）

X（500 スイッチ）/ 7000です。

•自律テンプレートについては、Orchestratorが物理
Nexus Dashboardクラスタに展開されている場合、リー
フスイッチの最大数は（100 ファブリック）X（500 スイッ
チ）- 50,000 です。

•自律テンプレートについては、Orchestratorがリモー
ト対応 Nexus Dashboardクラスタに展開されている場
合、リーフスイッチの最大数は （20 ファブリック）X
（500 スイッチ）- 10,000 です。

以下のテンプレート固有のセクションで説明するように、

特定のオブジェクトのスケール（VRF、BD、EPGなど）
は引き続き適用されることに注意してください。

すべてのファブリックのリーフスイッチの合計数
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検証済みスケールカテゴリ

各ファブリックのオーケストレータエンドポイントスケー

ルは、ファブリックのAPICでサポートされているスケー
ルと同じです。

（注）

ファブリックが VXLANファブリックグループの一部で
ある場合、エンドポイントの総数はローカルエンドポイ

ントとリモートエンドポイントの合計です。

ファブリックあたりのエンドポイント

テンプレートのスケール制限

特定のオブジェクトのスケール（コントラクト、フィルタ、VRFなど）が次の表に含まれていない場合、その
オブジェクトには一意のスケール制限がなく、一般的な「スキーマあたりのポリシーオブジェクト数」および

「テンプレートあたりのポリシーオブジェクト数」の制限が適用されます。このようなオブジェクトが以前の

リリースで明示的にリストされていた場合、それらの制限が引き上げられ、リストから削除されています。

（注）

表 16 :アプリケーションテンプレートのスケール制限

検証済みスケールカテゴリ

1000スキーマ

30スキーマごとのテンプレート

500スキーマごとのサービスグラフ

自律型テンプレートの場合は、5

マルチファブリックテンプレートの場合は、2

サービスグラフごとのサービスグラフノード

2000スキーマごとのポリシーオブジェクト

2000テンプレートごとのポリシーオブジェクト

5000コントラクト優先グループ（BD/EPGの組み合わせ）
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検証済みスケールカテゴリ

1500ファブリックあたりの PBR接続先（すべてのローカルと
リモートを含む）

PBRを使用した vzAnyや PBRを使用した L3Out-to-L3Out
など、新しいPBRの使用例の一部を構成する場合は、ファ
ブリック間でトラフィックのヘアピニングを実装し、トラ

フィックが常にステアリングできるようにする必要があり

ます。デバイスを作成し、送信元ファブリックと接続先

ファブリックに展開できます。その結果、特定のファブ

リックのリーフノードは、リモートファブリックのデバ

イスに関する PBR情報も使用してプログラムする必要が
あり、それらのリモート PBRノードは、ここにリストさ
れている最大数に対してカウントされます。

表 17 :ファブリックリソースポリシースケール

検証済みスケールカテゴリ

2000テンプレートごとのポリシーオブジェクト

表 18 :テナントポリシー、ファブリックポリシー、およびモニタリングポリシーテンプレートの拡張性

検証済みスケールカテゴリ

500テンプレートごとのポリシーオブジェクト

モニタリングポリシーの規模

ファブリックあたり 20ERSPANセッション

ファブリックあたり 30ファブリック SPANセッション

表 19 : L3Outテンプレートスケール

検証済みスケールカテゴリ

100テンプレートあたりの IP L3Out

100テンプレートごとの SR-MPLS L3Out

この表に明示的にリストされていない他の L3Outテンプ
レートオブジェクトのスケールは、ファブリックの APIC
でサポートされているスケールと同じです。詳細について

は、各ファブリックを管理するAPICリリースバージョン
の『 Cisco APIC検証済みスケーラビリティガイド』を参
照してください。

他のすべてのオブジェクトのスケール
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オーケストレータが展開したオブジェクトの拡張性

従来のマルチファブリック展開で次の表に示す拡張性の値をよりよく理解するには、オーケストレータが展開するオブ

ジェクトには次の 3種類があることを明確にすることが重要です。

•ファブリックローカルオブジェクト：これらは単一のファブリックに関連付けられたテンプレートで定義される
オブジェクトであり、Orchestratorによってその特定のファブリックにのみ展開されます。

•シャドウオブジェクト：ファブリックのローカルオブジェクトとリモートオブジェクトの間で確立されたコント
ラクトの結果として、Orchestratorによってファブリックに展開されるオブジェクトであり、ローカルファブリッ
ク内のリモートオブジェクトの表現（「シャドウ」）です。

•ストレッチオブジェクト：これらは、複数のファブリックに関連付けられたテンプレートで定義されたオブジェ
クトであり、Orchestratorによってすべてのファブリックに同時に展開されます。

次の表は、Orchestratorが特定のファブリックに展開できるオブジェクトの最大数をキャプチャし、上記の 3種類のオ
ブジェクトすべてを合計したものです。

たとえば、2つのファブリックがあり、Orchestratorに 3つのテンプレート（ ファブリック 1に関連付けられた テンプレー

ト-1、 ファブリック 2に関連付けられた テンプレート-2、および ファブリック 1と ファブリック 2の両方に関連付けられた

テンプレート ストレッチ）を定義する場合：

• テンプレート-1で EPG-1を構成して展開すると、これは fabric-1に許可される最大値に対して 1つの EPGとしてカ
ウントされます。

• テンプレート-2で EPG-2 を構成して展開する場合、これは fabric-2に許可される最大値に対する 1つの EPGとして
カウントされます。

• EPG-1と EPG-2の間にコントラクトを適用するか、両方の EPGを優先グループに追加すると、シャドウ EPG-2 が

ファブリック 1に作成され、シャドウ EPG-1がファブリック 2に作成されます。その結果、2つのEPGが各ファブリッ
クで許可される最大数にカウントされます。

•最後に、 テンプレートが拡張されたで EPG-3を構成して展開すると、各ファブリックで別の EPGとしてカウントさ
れ、合計が 3つの EPGになります。

特定のファブリックでサポートされる（および Cisco APICの検証済みスケーラビリティガイドでキャプチャされてい
る）オブジェクトの最大数は、APICでローカルに定義されたオブジェクトと、そのファブリック（Orchestrator-deployed
オブジェクト）。

多くの機能を同時に有効にする最大規模のNexus Dashboard Orchestrator構成については、をデプロイメント前に
ラボでテストすることをお勧めします。

（注）
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表 20 :オーケストレータが展開した論理的なオブジェクトのマルチファブリックテンプレートに対するスケーリング

5 ~ 14ファブリックのファブリックあ
たりのオブジェクトの最大数

最大 4つのファブリックに対するファ
ブリックあたりのオブジェクトの最大

数

カテゴリ

4001000テナント

10002,000VRF

40006000BD

40006000コントラクト

40006000EPG

40005,000ESG

500500分離された EPG

5002000マイクロセグメント EPG

500500L3Out外部 EPG

80008000サブネット

400400L4-L7論理的なデバイス

250250グラフインスタンス

1010テナントあたりのデバイスクラスタ

125125デバイスクラスタあたりのグラフイ

ンスタンスの数

Nexus Dashboard Orchestratorは、自律サイトのサポートを提供します。アプリケーションテンプレートを作成するとき
に、テンプレートを自律として指定することを選択できるようになりました。これによりテンプレートは、独立して運

用され、ファブリック間ネットワークを介して接続されていない（サイト間 VXLAN通信なしの）1つ以上のファブ
リックに関連付けることができます。

自律サイトは、孤立されていると定義されていてサイト間接続が一切ないので、ファブリックに渡ってシャドウオブ

ジェクト構成はありません。そしてpctagのクロスプログラムまたは、サイト間トラフィックフローのスパインスイッ
チ内に VNIDはありません。

次の表に示すように自律テンプレートは、かなり高い展開拡張を許可します。拡張オブジェクトやシャドウオブジェ

クトがないため、次の表に示すスケール値は、Orchestratorが各ファブリックに展開する特定のファブリックローカル
オブジェクトを反映します。
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表 21 :オーケストレータが展開したオブジェクトは、自律的なテンプレートに対して拡張できます。

検証済みのスケール制限（ファブリック単位）カテゴリ

1000テナント

2000VRF

6000BD

6000コントラクト

6000EPG

5000ESG

500分離された EPG

2000マイクロセグメント EPG

500L3Out外部 EPG

8,000サブネット

400L4-L7論理的なデバイスの数

250グラフインスタンスの数

10テナントあたりのデバイスクラスタの数

125デバイスクラスタあたりのグラフインスタンスの数

VRF/BD VNID変換スケール

表 22 : VRF/BD VNID変換スケール

検証済みスケールカテゴリ

21,000固定スパイン

42,000モジュラ型スパイン

SAN展開の規模：

SANスケール制限
• SANスケール制限は、デプロイメントタイプとクラスタサイズに応じて、Nexus Dashboardで管理できるファブ
リック、スイッチ、およびポートの最大数を定義します。
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•これらの制限は、特定のデプロイメントプロファイルに基づいて検証された値であり、理論上の最大値とは異な
る場合があります。

• SANスイッチおよびファブリックの最大数は、クラスタ内のノードの数によって決まります。

SAN展開のスケール制限

SAN展開の場合、 [管理（Admin）] > [システム設定（System Settings）] > [ファブリック管理（System Settings）] >
[検出（Discovery）]に移動し、[管理対象ファブリックの最大数（Maximum number of fabrics managed）]フィールド
に必要な値を入力することで、Nexus Dashboardで管理できるSANスイッチとファブリックの最大数を設定できます。
Nexus Dashboardで管理できる SANスイッチとファブリックの最大数は、クラスタ内のノードの数によって異なりま
す。

• 1ノードクラスタの場合、 24はNexus Dashboardで管理できる SANファブリックのデフォルトの最大数です。こ
の値は最大で160まで増やすことができます。ただし、すべてのファブリックのスイッチの数は、サポートされて
いる 80スイッチの検証済みスケール内です。

• 3ノードクラスタの場合、 24はNexus Dashboardで管理できる SANファブリックのデフォルトの最大数です。こ
の値は最大で160まで増やすことができます。ただし、すべてのファブリックのスイッチの数は、サポートされて
いる 160スイッチの検証済みスケール内です。

表 23 : SAN展開のスケール制限

確認済みの制約導入タイプ

SAN InsightsありSAN Insightsなし

40個のスイッチ、10kのポート、40K
の IT

80個のスイッチ、20kのポート1ノードリモート対応Nexus Dashboard
（アプリノード）1

80個のスイッチ、20kポート、1M
ITL/ITN 2

80個のスイッチ、20kのポート1ノード仮想Nexus Dashboard（データ
ノード）

80個のスイッチ、20kポート、120k
ITL/ITN

80個のスイッチ、20kのポート1ノード仮想 Nexus Dashboard（SE）

80個のスイッチ、20kポート、100k IT160個のスイッチ、40kポート3ノード仮想Nexus Dashboard（アプリ
ケーションノード）

160個のスイッチ、40Kポート、240k
ITL/ITN

160個のスイッチ、40kポート3ノード仮想Nexus Dashboard（データ
ノード）

160個のスイッチ、40kポート、500k
ITL/ITN

160個のスイッチ、40kポート3ノード仮想 Nexus Dashboard

1アプリケーションノードの機能はデータノードよりも少なくなります。たとえば、 lunおよび

fc-scsi.scsi_initiator_itl_flow機能はアプリ ovaではサポートされていませんが、これらの機能はデータ ovaでサ
ポートされています。したがって、 lunまたは fc-scsi.scsi_initiator_itl_flow機能を使用するには、データ ovaを
インストール必要があります。
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2サポートされている最大数は、100万フローです。リソースを消費する他の機能が有効になっている場合、100万フ
ローはあらゆる状況で安定するとは限りません。Nexus Dashboardは、多数のデバイスからのテレメトリを処理すると
きに、フローあたりより多くのリソースを消費します。フロー数とノードのメモリ使用量を監視します（1分平均が約
105GBを超えると、不安定になり始めます）。

ITL -イニシエータ-ターゲット-LUN

ITN ‐ イニシエータ-ターゲット-名前空間ID

IT -イニシエータ-ターゲット

（注）

表 24 : SANゾーンのスケール制限

確認済みの制限値説明

1000ゾーンセット

16,000ゾーン
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